
所報タイトル「団結」は所内で掲げる 

平成 24年度の目標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行責任者 / 小林 政氏 

発 行 日 / 2012年 3月 1日 

 

平成２４年２月１６日（木）より所得税・贈与税

の確定申告書の受付が開始されました。  

それに合わせて弊所でも一斉に確定申告の業務が

スタートし、所員も昼夜問わず奮闘しております。  

 ここに一部ではありますが、その様子を掲載いた

します。  

この事務所だよりがお手元に届く頃には提出

期限（３月１５日）間近となっていると思いま

すが、最後の提出が終わるまで気を抜かず、皆

様に満足して頂ける仕事が出来るように心がけ

てゆきます。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターンシップで小林合同会計事務所で勉強させていただいて、最初来る前

は、希望していた人が十数人いてその中で選ばれたプレッシャーや自分にできる

のかと、とても不安でした。私の税理士や会計事務所のイメージは、とにかく机

で作業しているだけかと思っていましたが、いざ来てみたら全く別でした。みな

さんとても優しくユニークもあり、丁寧に説明していただきました。仕事の方も

机での作業が中心ではなく、自ら顧問先に出向き仕事の話だけをするのかと思っ

たら、普通に日常的な会話をしていて驚きました。自分のイメージとはまるでか

け離れていてとても新鮮でした。このインターンシップで学んだことは、コミュ

ニケーション能力の重要性です。大学生活の中で能力が向上するように努めたい

です。また、地味な仕事が多いそうですが、一つ一つ責任をもってやっていくこ

とを学びました。 

所長と対話させて頂いた中でも、少しの気づきが大切なのだとわかりました。 

私は、小林合同会計事務所で勉強ができてとても満足しています。ここで学ん

だことをすぐに忘れるのではなく、今後の生活の中でも気をつけて、将来立派な

税理士になれるよう勉強に励みたいと思います。４日間という短い期間でしたが、

ありがとうございました。                宮 﨑 直 人 

私は今回のインターンシップを通じて、多くの学ぶことができました。 

まず、会計事務所を訪れることが初めてだったので、事務所内の見学をしたとき

は新鮮な感じがしました。そして、顧問先へ同行させて頂き、２日間で４件まわり

ました。 

毎回違う方が顧問先へと同行しましたので、程よい緊張感を持って挑めました。 

私は、横からお話を聞いて様子を見学していました。お客さまも私を会話に混ぜて

くれたので勉強になりました。移動は車だったので、移動時間中にいろいろな質問

をさせていただきました。いろいろな担当の方に同じ質問をしても、それぞれ少し

違った視点から多くの意見を聞くことができました。 

最終日には、小林所長のお話を聞くことができました。この時期の私たちが何を

すべきか、就職に関してなど、どれも為になるお話で勉強になりました。 

この４日間の貴重な体験のおかげで、私も目標の為に頑張ろうと改めて思いまし

た。                           佐 藤   司 

昨年に引き続き、川口市の埼玉学園大学にてプレ・インターンシップが実施されました。

当事務所にも２名の学生が派遣され、昨年同様に実際の仕事を体験してもらいました。 

実習終了後、両名より実習の感想を頂いたので、紹介いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年１０月に発行した事務所だよりにて、当事務所の改善委員メンバー並びに活動内容

を紹介致しました。 

この度、その改善委員の委員長が、白井より成島へと代わりましたので、紹介させて頂きます。 

２４年２月より新たなメンバーで活動することになりました。 

改善委員会の目標としては、仕事環境の整理整頓、エコの徹底にあると考えています。 

仕事環境の整理整頓として、２Ｓ点検表のチェックポイント（机周り、キャビネット、申告書

棚、トイレ、本棚等の整理整頓を５段階で評価すること）を所員に通知しましたので、改善ポ

イントが明確になったと思います。机周り、キャビネット、本棚等、所員全員で目配り気配り

していきたいと思います 

エコ活動にも力を入れていきます。節電を意識して、冷暖房を所内で決めた設定温度（暖房

２４度、冷房２７度）を徹底していきます。電気料金の節約にも力をいれていきます。 

改善委員会の活動は、所員みなさまの意識改革でよりよい 

成果を得られるものと思います。 

改善案を出していただいて、また、委員会からも提案して 

いきますので、ご協力よろしくお願いいたします。 

                 改善委員長  成 島 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～いつも自分のそばに書き記し、時には戒めとし、 

時に励みにしている言葉は何でしょう？～ 
今月は、６名の座右の銘を紹介します。 

【夢を見ることができるなら、 

それは実現できるんだ。】 

これはウォルトディズニーの言葉です。 

私はディズニーランドが好きで、年に数回は行

っています。 

ディズニーランドのことを調べているときに

この言葉も知り、とても素敵だなと思いました。 

私にはそこまで大きい夢はありませんが、その

夢が実現できるように日々努力していきたいと

思います。 

【 才能とは夢を見続ける力のことである 】 

大人になればなるほど夢を見ることに縁遠く

なってくるのではないでしょうか。こうなりた

い、こうありたいと強く思い続けることで理想の

姿に一歩でも近づけるように精進しようと思わ

せてもらえる言葉だと思います。 

【 日 々 前 進 】 

常に前向きに物事を考えて行動するように心

掛けています。 

【ONE FOR ALL ALL FOR ONE】 

この言葉は私が学生時代に所属していた部活

動で掲げていたメインテーマです。意味は皆さん

もご存じのとおり「一人はみんなの為に、みんな

は一人の為に」という意味です。座右の銘という

とだいそれているように聞こえますが今回の題

で思い浮かんだのがこの言葉でした。 

社会に出てから自分のことで精一杯でしたが、

もう勤めてから７年目ということもあり、周りの

サポートに徹しているつもりでしたが、まだまだ

自分にも出来ることがあるのではないかと改め

て思いました。 

【やってやれないことはない、 

やらずにできるわけがない。】 

 これは、父から幼少時より聞かされてきた言葉

です。誰の言葉なのか、どこからの出典なのか、

正直わかりませんが、今でも頭の片隅に残ってい

ます。仕事に限らずですが、いろいろな場面でな

かなか「一歩」を踏み出せないときに、ふとこの

言葉を思い出し、とにかくやってみよう、やって

みなければ何もわからないし、何も変わらないん

だと自分を奮い立たせてくれます。今の自分がど

れだけやれているかわかりませんが、行き詰りそ

うになった時にはまたこの言葉を思い出し、努め

ていきたいと思います。 

【 継 続 は 力 な り 】 

子供の頃から良く耳にしていた言葉でしたが、

普段は気にする事もなく生活をしていました。 

２０代の初め、悩んでいた時に、その言葉を再

び思い出しました。日々行っている事は小さな事

でも、それが積み重なると達成できる。毎日、継

続する事こそが大切であると。一生懸命に仕事を

しているつもりでも、どうしても空回りしてしま

う時は、初心に戻って、毎日をコツコツと行動す

る。それでも、挫けそうになった時はいつも思い

ます。「継続は力なり」と…。 


